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において，国際応用心理学会のGauthier, J.会長による” Globalization and terrorism: Finding more effective approaches to 
preventing violence and promoting peace around the world”と題した講演は，国内外の研究者で立ち見が出る反響であり，
国際テロが世界共通の関心事であり，心理学者がテロの未然防止を通じて世界平和に貢献する必要性を訴えた。 
また，虚偽検出研究で世界のリーダー的存在であるイスラエルのBen-Shakhar(2012).は，2001年の9月11日に発
生したアメリカ同時多発テロ以来，隠匿情報検査(concealed information test: CIT)の研究がアメリカとヨーロッパ
で急速に増加していることをレビュー論文で指摘している。その成果として，Verschuere, Ben-Shakhar, & Meijer(2011)
の”Memory detection: Theory and application of the concealed information test”の出版を挙げている。なお，この本の編者
3名は，いずれも第一著者を含めた日本の科学捜査研究所と科学警察研究所の研究者と深い交流があり，何度もCIT
の調査と研究のために日本を訪れている。CIT は情報検出型の虚偽検出方法であり，犯罪捜査への実用化に関して




る。たとえば，Meijer, Smulders, & Merckelbach(2010)は，模擬テロ攻撃シナリオ課題を用い，CITで攻撃日，攻撃場
所（都市名），標的対象（店舗名）を皮膚電気活動により検討し，その有効性を報告している。また，Meijer, Bente, 
Ben-Shakhar, & Schumacher (2013) は，実験者が予めシナリオを作成するのではなく，実験参加者自らが模擬テロ攻
撃シナリオを作成する課題で実験を行っている。そして，模擬テロ攻撃シナリオ課題を用い，探索型







Rosenfeld(2011)が，攻撃日，攻撃場所，攻撃方法毎に 4 種類から 1 つ選択させて，選択後にテロ攻撃のシナリオを
手紙として書く課題を実施させ，P300振幅が選択した刺激に対して増大することを報告している。 
ところで，ERPによるCITでは，事件に関係のある裁決刺激(probe)，事件に無関係な非裁決刺激(irrelevant)，検出
を要求される標的刺激(target)からなる，3 刺激オッドボールパラダイムが使用される(平，2005, 2009)。probe と
irrelevantに対しては非利き手でのボタン押し，targetに対しては利き手でのボタン押し課題を求め，弁別課題を課す
ことで画面への注視を担保する。しかし，テロリストを被検査者とした場合，通常の3刺激オドボール課題による
検査(Farwell & Donchin, 1991)では，刺激呈示に対して，できるだけ速く正確にボタン押しを実施する教示に従わな
いことが予測される。また，countermeasure(CM)対策で作られた complex trial protocol(CTP)は，関連・非関連刺激と
標的・非標的刺激の弁別作業を両手のボタン押しで連続して求める(Rosenfeld, Labkovsky, Winograd, Lui, 
Vandenboom, & Chedid, 2008; Meixner & Rosenfeld, 2011)。このCTPは，反応時間の遅れからCMも検出できる優
れた方法であるが，課題への積極的関与を必要とするため，テロリストなどの組織犯罪に属するメンバーの検査に
は適用が困難と予測される。 













測定指標 脳波を測定するために，国際 10－20 法に従い正中線上の前頭部（Fz），中心部（Cz），頭頂部（Pz）
の頭皮上各部位に皿電極を電極糊で固定し，基準電極は両耳朶として導出し，時定数3 s，高域遮断フィルタ100 Hz
で増幅した。上下方向の眼球電図（EOG）は左眼窩上下縁部から導出し，脳波に影響するアーチファクトを監視し




人女性の声で作成， WavePad 音声編集ソフト（NCH ソフトウェア）で呈示時間，イントネーションなどを加工し
た。文字と音声の同時呈示回数は，都市条件，標的条件，日付条件ともにprobe，irrelevantそれぞれが30回であっ




表1. 実験参加者に呈示した条件別のprobeと irrelevantの刺激 
probe
都市 東京 京都 大阪 横浜 神戸
標的 雷門 皇居 武道館 明治神宮 羽田空港

























に注意して下さい。1 回の検査は約 5 分かかります。1 回目の検査終了後に 1 分間の休憩を取り 2 回目の検査を行
い，2 回目の検査終了後も 1 分間の休憩を取り 3 回目の検査を行います。実験について分からないことや質問はあ
りますか。なければはじめます。」 
結果の処理 P300 による CIT の先行研究では，Pz 優位に P300 が生起しているので (平・濱本，2008)，Pz にお
ける脳波を分析対象とした。Pzにおける各刺激について，20回以上の加算平均波形を作成し，各実験参加者の各刺
激に対する最大振幅の平均値を求めた。最大振幅の平均値について，分析ソフト IBM SPSS Statistics 22を使用し，











































































の方がprobeよりも大きくなった。条件 (都市・標的・日付) ×刺激 (probe・irrelevant) の2要因分散分析を行った結
果，条件の主効果  (F (2, 38) ＝2.781, p ＝.086, ηp2 ＝.128)，刺激の主効果(F (1, 19) ＝1.174, p ＝.292, ηp2 ＝.058)，
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条件と刺激の交互作用(F (2, 38) ＝1.376, p ＝.265, ηp2＝.068)はともに認められなかった。 
さらに，条件ごとに対応のある t 検定を行った結果，都市条件 (t(19)＝0.727, p＝.476)，標的条件(t(19)＝1.929, p
＝.069)，日付条件 (t(19)＝-0.578, p＝.570)であり，標的条件でprobeの方が irrelevantよりも大きい傾向がみられた。 
表2は，実験参加者20名の個別判定結果と条件毎の検出率である。表2より，標的条件における検出率が都市条
件，日付条件よりも高かった。これは、総加算平均波形（図1）及びP300最大振幅（図2）の結果と一致している。
しかし，χ2検定の結果，各条件の検出率に有意差は認められなかった(χ2 (2) ＝4.371, p＞.05)。 
 
表2. 各条件における実験参加者別の検出成功と検出失敗及び検出率 
実験参加者 都市 標的 日付
1 ○ × ×
2 ○ ○ ○
3 ○ × ○
4 × ○ ×
5 × ○ ○
6 × ○ ×
7 × × ×
8 ○ ○ ○
9 ○ ○ ○
10 × ○ ×
11 ○ ○ ×
12 ○ ○ ×
13 × ○ ×
14 ○ ○ ×
15 ○ × ○
16 × ○ ○
17 ○ ○ ○
18 × ○ ×
19 × ○ ○
20 ○ ○ ○










てはMeijer et al.(2010, 2013)及びMeixner & Rosenfeld(2011)の研究と同じく，SCITによって模擬テロ攻撃シナリオ課
題で決定した内容を検出できる可能性を示唆する。実際に，テロリストを被検査者とした場合，通常の3刺激オド
ボール課題による検査(Farwell & Donchin, 1991)では，刺激呈示に対して，できるだけ速く正確にボタン押しを実施
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Searching–Concealed Information Test Adopting a Passive Paradigm in a Mock Terror Attack Scenario Task: 
An Event-related Potential Study 
 
Shinji HIRA, Yoshihiro UEDA and Yuki HAMAMOTO 
 
The Rugby World Cup Games will be held in Japan in 2019, and the Tokyo Olympic and Paralympic Games in 2020. These huge events will attract great 
international attention and require countermeasures against international terrorism. Conventional experimental studies of the concealed information test 
(CIT) typically aim to determine the guilt or innocence of a single suspect. However, the CIT is also effective for investigating organized crime carried out 
in groups, such as terrorism, special fraud, and organized crime syndicate. The purpose of the present study was to examine the effectiveness of the 
Searching-CIT (SCIT) in a mock terror attack scenario task. The study adopted a passive paradigm using the simultaneous auditory and visual stimulus 
presentation method. The participants were 20 undergraduate students who provided their consent. The CIT was used to interrogate participants after a 
mock terror attack (city, target, and date) scenario task. Brainwaves were recorded from the Fz, Cz, and Pz electrode sites using a polygraph. All 
participants wore noise-cancelling headphones to limit the environmental noise for the examination using the simultaneous auditory and visual stimulus 
presentation method. The results showed that P300 amplitude was larger (p = .069) for the probe (Kaminarimon Gate) than for irrelevant stimuli in the 
target condition only. In total, 16 (80%) of the 20 participants made the correct detection using the P300-based SCIT. These results suggest that the 
P300-based SCIT can extract information about a planned attack from a group of terror suspects. 
【Key words: international terrorism, searching-concealed information test, event-related potential, passive paradigm】 
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